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生
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ご
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費
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の
対
立

'

・
次
{
消
費
力

四
、
消
費
地
に
お
け
る
清
貧
力
と
生
産
力

的
嬰
展

七
、
結
論

谷

口

吉

彦

一
、
米

の
生
産
お
よ
び
消
費

の
特
異
性

二
、
生
産
地
お
よ
び
消
費
地

の
決
定

三
、
生
産
地

に
お
け
る
生
産
力
と

五
、
生
産
超
過
の
歴
史
的
蟹
展

六
、
消
費
{超
泄

の
麻
瓶由
馬

陶
、
米
の
生
産
お
よ
び
消
費
の
特
異
性

一
般

に
経
済

生
活

の
登
展
す

る
と
共

に
、
生
産

と
消
費

が
場
所
的

に
分
離

し

て
ゆ
く
と

い
ふ
意
味

は
、

一
定
商

品

の
生
産
が

、
そ

の
生
産

に
有
利
な

る
地
域

に
集
中
的

に
登
展

し
、
他
方

に
そ

の
商

品
の
消
費

が
、
生
産

の
地
域

か
ら
離

れ
た
他

の
地
域

に
登
麗
し
ゆ

く
こ
と
を
意
味

す

る
。
事

實

に
お

い
て
今

日
の
祀
會

に
お
け

る
多
数

の
商
品

は
、

こ
と

に
工
業
生
産

品

に
あ

っ
て
は
、
そ

の
生
産

は
、
國
際

的

に
も
國
内

的

に
も
、
生
産

地

と

い
は

る

、

一
定

の

地

方

に
限
定

せ
ら
れ
、
そ

の
浦
費

は
、
そ
れ
が
生
産

手
段

で
あ

る
場
合

に
は

一
定

の
地
域

に
集
中
的

に
消
費

せ
ら

る
～
こ
と
も
少

く
な

い
が
、
そ
れ
が
浩
費
手
段

で
あ

る
場
合

に
は
、
廣

く
各
地

に
分
散

し

て
溝
費

せ
ら

る

、
こ
と



と
な

る
。

か
く
し

て
商

品

の
場

所
的
流
逼
即
ち
喩
途

が
登
達

す

る
こ
と

～
な
り
、
逆

に
ま
た
轍
迭
手
段

の
登
達

す

る
と
共

に
、
市
場

の
範

幽
は
擬
人

さ
れ
て
、
浦

費
は
ま
す
ノ
～

場
所
的

に
生
産

か
ら
分
離
す

る
こ
と

～
な

る
。
固

よ
り
商
業

の
本
質

的
機
能

は
、
商

品

の
人
格
的

分
離

の
流
通

に
あ

っ
て
、
軍

な

る
場
所
的
流
通

だ
け
で
は
、
そ

の

本
質

的
機
能
を
な

す
も

の
で
は
な

い
.
併

し
乍

ら
現
實

に
は
人

格
的
流
通
は
多

く
の
場

合

に
場
所
的
流
通
を
件

ひ
、

逆

に
場

所
的
流
通

の
あ

る
場
合

は
多

く
人

格
的
流
通
を
件

ふ
の
が
常

で
あ

る
。

か
く
し

て

商
業

の

本
質
的
機
能

も

、
現
實

に
は
多

く
の
場
合

に
、
商
品

の
場
所

的
流
通
を
ひ

き

お
こ
す
原

因
と
な

る
と
共

に
、
生
産
消
費

の
場
所

的
分
離

は
ま
九
、
今

日
の
肚
會

で
は
、
輩

く

の
場
合

に
商
業

を
成

立
せ
し
む

る
原
因
と
な

る
。

然

る

に
わ
が
國

の
米

の
如

き
は
、

お
そ
ら

く
そ

の
生
産

の
最

も

場
所
的

に

普
遍
化

さ

る
、
も

の
、

一
で
あ
ら

う

。
そ
れ
ば
必
ず

し
も
商
品

と
し

て
生
産

さ

る

、
も
の
で
は
な

い
が
、
わ
が
國

で
は
如

何
な

る
山
間
僻
地

と

い

へ

ど

も
、
全

く
米

を
生
産

せ
ざ

る
が
如

き
は
殆

ん
ど
稀

で
あ

る
。

こ
の
鮎

に
お

い
て
米

の
生
産

は
、
ノ
他

の
生
産
物

こ

と

に
工
業
生
産
物

に
比
較

し

て
、
著

し
く
そ

の
性

質
を
異

に
す

る
。
か

の
徳

川
時
代

の
封
建
制
度

が

、
多
激

の
大

名

小
名

に
国

土
を
分
領

せ
し
め
な
が
ら

、
し

か
も
米
経
濟

の
上

に
そ

の
基
礎

を

お
く
こ
と

の
出
来

た

Q
は

、

一
は

か

、
る
事
情

に
も
と
つ
く
も

の
と
考

へ
ら

れ

る
。

他
方

に
お

い
て
米

の
消
費

は
ま

た
、

そ

の
生
産

以
上

に
わ
が
國

で
は
普
遍

的
で
あ

る
6

筍

も
わ

が
國
民

の
居
住

す

る
と

こ
ろ

で
は
、
全

く
米
を
消
費

せ
ざ

る
が
如

き
は
殆

ん
ど
稀
な

る
例
外

で
あ

ら
う
。

か
く
し

て
わ
が
圃

の
米

は
、
そ
の
生
産

も
消
費

も
、
地

理
的

に
最
も
普
遍
化

さ
れ
た

る
も

の
～

一
つ
で
あ

る
と

い

へ
る
。

こ
れ
米

の
問

題

が
わ
が
國

に
お

い
て
、
生
産

者
側

か
ら
見

る
も
消
費
者
側

か
ら
見

る
も
、
最

も
全
國
性

を

お
び
た

る
重
要
問

題
と

来

の
生
産
地
と
沿
…費
地
と
の
野
立

第
三
十

二
懸

八
〇
七

第
五
號

五
五
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六

な

る
所
以

で
あ

る
が

、
今

こ
れ
を
商
業
経
濟

の
問
題

と
し

て
見

る
時

は
、
米

の
生
産
と
消
費
が

全
図

的

に
最

も
普

及

し

て
み
る
と

い
ふ
事
實

は
、
即
ち
生
産

と
消
費

が
場
所
的

に
最

も
接
近

せ
る
こ
と
を
意
味

す

る
。
少

く
と

も
両

者

の
場
所
的
分
離

の
比
較

的

に
少

き

こ
と
を
意
味

す

る
。
果
し

て
然
ら
ば

、
そ

こ
に
は
場
所
的

分
離

お
よ
び

そ
れ

に
伜

ふ
人
格
的
分
離

を
克
服
す

る
必
要

は
、
殆

ん
ど
少

い
筈

で
は
な

い
か
?

併

し
乍

ら
生
産

も
消
費

も
、
具
髄

的

に
は
量
を
離

れ
て
考

へ
ら

れ
な

い
。
從

っ
て
現
實

の
問

題
と

し

て
は
、
生
産

も
消

費
も

、

一
定

の

≦

・
…σq
簿

を

も

つ
た
数

量

の
問

題

で
あ
り

、
然

る
限

り
た

ゴ
抽
象

的

に
生
産

清
費

の
分

離
ま

た

は
接
遇

セ
論
ず

る
こ
L
、
は
出

水
な

い
。
な

る
ほ
ドこ
吾
國

の
米

は
、
抽
象

的

に
は
生
産
も
浦
農

も
登
園

的

に
普
及

さ

れ
て
、
爾
者

は
互

に
接
近
し

て
み
る
と

も
考

へ
ら

る
る
が
、
併

し

「
た
び
之

に

乏

ユ
㈹
茸

を
附
し

て
考

ふ
・る
な

ら
ば

、
問
題

は
自

ら
異
な

っ
て
く
る
。
既

に
述

ぶ
る
が
如

く
、
米

は
殆
ん

ど
何

れ
の
土
地

に
も
生
産

さ
れ

る
が
、

併

し
惚

の
絶
膿

的
な
生
産
数

量

は
、
地
方

に
よ

っ
て
甚

し
く
相

違
す

る
。
ま

た
米

の
消
費

も
殆

ん
ど
全
国

的

に
普

及

し
て
み

る
が

、
併

し
そ
の
絶

対
的
な
消
費
数

量
は

、
こ
と

に
最
近

に
お
け

る
都
市
の
登
達

と
共

に
、

こ
れ
ま
た

地
方

的

に
甚

し
き
相
違
を
來
た

し

つ
～
あ

る
。

か
く
の
如

く
し

て
米
は
、
何

れ
の
地
方

に
も
生
産

せ
ら

れ
且

つ
消
費

せ
ら

る

～
が

、
併

し
之

を
量

的

に
見

る
時

は

、

一
方

に
は
消
費

に
比
し
生
産

の
著
し

《
優
越

し
た
地
域
が

あ
り
、
他

方

に
は
生
産

に
比
し
濡
費

の
著
し

く
優

越

し
た
地

域
が
序
在
す

る
。
わ

れ
く

が
米

の
生
産
地

と

い
ひ
消
費

と

い

ふ
場
合

、
そ
の
意
味

は
多

く
は

か

～
る

相
劃

的

の
意
味

に
過
ぎ
な

い
。
即
ち
生
産
地
と

は
消
費

に
比
し
生
産

の
優

煙
せ
る
地
域

、
消
費

地

と
は
生
産

に
比

し
消
費

の
優
越

せ

る
地
域

こ
れ

で
あ

る
。
わ
が
國

の
大
都
市

の
如

き
は
、
典
型

的
な
米

の
溶
費

地

で
は
あ

る
け
れ



ど

も

、
併

も
事

實

に
お

い
て
少

な

か

ら

ざ

る
米

の
敷

畳

が

、
大

都

市

の
地

域

に
生
産

さ

れ

つ

～
あ

る
。
(註
)

米

の
配
給

に
關

す

る
商

業

組

織

が
全

國

的

の
問

題

と

な

る

の
は

、
主

と

し

て

か
く

の
如

き
意

味

に

お
け

る
生

産

地

と

消
費

地

と

が

蜀

立

す

る

か
ら

で
あ

る
。
今

も

し

米

の
生

産

と

消

費

が

地

域

的

に
数

量

的

一
致

を

見

る
な

ら
ば

、

問

題

は
少

く

と

も

地

方

的

に
止

ま

る

か

、

ま

た

は
著

し

く

そ

の
重

要

の

程
度

を

異

に
す

る

で
あ

ら

う

。

さ

き

に
生

産

消
費

の
場

所

的
分

離

を
研

究

し

た

の
も

、

こ

の
意

味

に
外

な

ら

ぬ
が

、

こ

～
で
は
更

に

一
歩

を
進

め

て

、
生

産

消

費

の
地

方

的

分

離

か
ら

進

ん

で

、
生

産

地

と

消
費

地

と

の
対

立

を

取

扱

は

ん

と
す

る
。

蓋

し
前

論

で

は

、
生

産

消

費

の
分
離

を

主

題

と

し

、
之

を

地

方

別

に
明

ら

か

に
し

え

た

に
過

ぎ

な

い
が

、
生
産

地

と

消
費

地

と

の
樹

立

を

見

る
た

め

に
は

、

こ
れ

で

は
爾

ほ

不

十

分

で
あ

る
か
ら

で
あ

る
。
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二
、
主
要
生

産
地
お

よ
び
清
費
地

の
決
定

吾
國

の
内

地

に
お
け

る
主
要
な
米

の
生
産
地

お
よ
び
消

費
地
は
、
如
何

に
し
て
決
定
さ

る
べ
き

か
P

最

も
軍

純

な
第

一
の
方
法

は
、
絶
対
的
生
産
量

の
大

小
を

、
例

へ
ば
府
縣
別

に
比
較

し
て
、
そ

の
最
大

の
も

の
よ
り
順

次

.

に
探

る
方
法

で
あ

る
。

い
ま
試

み

に
こ
の
方

法

に
よ

っ
て
、
最
近
五

ヶ
年

の
卒

均
生
産
量

に
も
と
づ

き

、
順

次

に

主

要
な

る
十
府

縣
を
列
記

す
れ
ば

、
次

の
如

く

で
あ

る
。

.

,

第

一
表

主
要
府
縣
の
紹
}劃
的
生
産
量
73
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、
九
四
七

二
、
七
六
〇
、
三
六
七

一
、
九
八
八
、
四
五
八

二
∴

四
三
、
一六
六

昌
、
〇
七
四
、
三
九
三

二
、
〇
三

、
丸
齧

一
、
九
碧

、
七
二
八

↓
、
七
七
六
、
コ
盆

…

第
三
十
二
巻

八
一
〇

二
、
三
一
二
、
九
九
=

二
、
二
九
八
、
男

九

二
、
四
〇
七
、
一
差

二
、
〇
六
一
、九
四
七

二
、
〇
四
六
、
七
四
六

}
、
七
〇
〇
、
一
5.山,

二
、
2
盆

、
四
五
八

一
、
六
〇
七
δ

垂

一
、
套

O
「
交

七

二
、
四
奎

、
一七
五

二
、
四
九
三
、
九
八
七

二
、
八
(
O
、
五
四
七

二
、
三
二
九
、
里

二

二
、
==

二
、
六
八
〇

二
、
三
三
八
、
五
一
三

二
、
天
O
、
一六
四

.

二
、
茜

九
、
九
八
三

…

8

六
£

五
四
旧

第

五
號

五
八

一一、
星
空

、七
斐

昌
、
冒竃
軸
、
(
=

昌
、
菖
昌
昌
、
(
一習

・

昌
、
O
右
記
-冒
置
九

昌
δ

葦

孟

翼

昌
δ

冒賜
べ

=

昌
、
O
冒嵩
、五
唇

「

施
会
「
O
幽
五

　
丑

喧
喧
コ
5

噌

　　　

帥

ち

こ
れ
ら

の
十
府

縣

に
お
い
て
生
産
き

る
～
米

は
、
わ
が
全
国

産
米

の
約
三
六
%
を
占

め

る
。
而

し
て
こ
れ

と
同

じ
方
法

に
よ

っ
て
主
要
消
費
地

を
決
定

す
る

こ
と
も
出
来

る
。
例

へ
ば
人

口
歎
を
も

つ
て
消
費

力
を
代
表

せ

し
む

る
こ
と

～
し

、
各
店

縣
人

口
の
絶
対
敷

の
大

小

に
從

っ
て
探

れ
ば
、
同
じ
意
味

の
主
要

消
費

地
を
決
定
し
う

る
で
あ

ら
う
。

併

し
乍

ら

こ
の
意
味

に
お
け

る
主

要
生
産
地

は
、
之
を
農
業
経
済

そ

の
他

の
見
地

か
ら
は
兎
も
角

、
わ

れ
一

の
見
地

か
ら

は
、
す

で
に
前
節

に
論
ず

る
如

く
適
當

で
な

い
。

の

み
な
ら
す

こ
れ
は
世
人

の
通
念

に
お
け

る
米
産

地

と
も

一
致
し
な

い
。

例

へ
ば

北
海

道

の
如
港

は
、
前
表

に
お
い
て
は
第

四
位

の
主
要
米
産
地

と
な

る
が
、

こ
れ

は
言

ふ
ま

で
も
な

く
包
含
地
域

の
廣
天

な

る
が
た
め

で
あ
り
、
北
海

道

を
わ
が
國

に
お
け
る
主
要
米
薦
地
と

し
て

あ

ぐ

る
こ
と

は

、
多

く

の
人

の
異

議

あ

る
所

で
あ

ら

う

。

わ

れ
一

は
之

と

は
異

な

る
方

法

に
よ

っ
て

、
主

要

米



産

地
を
決
定

せ
ね
ば
な
ら

隠
。

第

二
の
方
法

は
、
他
地

方

へ
の
移
出

米
数

量

の
多
少

に
よ

っ
て
、
主

要

米
産
地
を
決
定
す

る
の
方
法

で
あ

る
α

こ

の
方

法
は
わ
れ
一

の
見

地

か
ら

は
重

要

で
あ
り
、
且

つ
消
費
中
心
地

の
米
穀
市
場

に
お
い
て
米
産
地

と

い
ふ

場
合

は

、
漠
然

な
が
ら
も
出

廻
米

の
多

き
地
方
を
意
味

す

る
と

い
ふ
實
際
界

の
通
念

に
も
近

い
。
併

し
乍

ら

こ
の

意
味

の
生
産

地

は
、
正
確

に
は
寧

ろ
供
給

地
と

い
ふ

べ
く
、
後

に
米

の
供
給

を
問
題

と
す

る
場
合

に
は
、
必
然

に

こ
れ

に
鯛

れ
ね
ば
な
ら

ぬ
が

、
こ

㌧
で
は
姑
ら

く
供
給
を
別

に
し
て
、
た

ゴ
生
産

そ

の
も

の
を
消
費

と
封
立

せ
し

め

る
も

の
で
あ

る
。
の

み
な

ー卜
す

か

・.
る
意
味

の
生
産
地

と
樹
立

せ
し
む

る
た
め
の
消
費
地
と

し
て
は
、
他
地
方

か
ら

の
米

の
移

入
敷
畳

の
多
少

に
よ

っ
て
決
定

、せ
ね
ば
な
ら

ぬ
が

、
こ
の
移

入
歎
量

の
正
確
な

る
地
方

別
計
数

は

今

日
の
と

こ
ろ
資
料
を
快

い
て
る
る

、
こ
れ
ら

の
理
由

に
よ

っ
て
、
わ

れ
一

の
今

の
目
的
か
ら

は
、
更

に
他

の

方
法
を

求

め
ね
ば
な
ら

の
。

第

三

の
方
法

は
、
す

で
に
前
節

に
暗
示

せ
る
如

く
、
一
定

の
地

方
例

へ
ば
府

縣
別
の
生
産

と
消
費

と
を
劃
比
し
、

消
費

に
封
ず

る
生
産

超
過

の
人
な

る
も

の
よ
り
探

っ
て
、
之

を
主
要
生
産
地

と
な
し

、
逆

に
生
産

に
封

ず

る
消
費

超
過

の
大

な

る
も

の
よ
b
採

っ
て
、
之

を
主
要
消
費

地
と
な
す

も
の

で
あ

る
。
米

の
如

き
生
産

お
よ
び
消
費

の
遍

的
な

る
も

の

に
あ

っ
て
は
、
生
産
地

と

い
び
消
費

地
と

い
ふ
は
、
結
局
相
劃
的

の
意
味

に
外
な
ら

躍
こ
と
前
節

に

論
ず

る
所

で
あ

る
。
ま
た
米

の
肚
會
的
配
給

を
問
題
と

す

る
わ
れ
一

に
と

っ
て
は
、

こ
の
意
味

に
お
け
る
生
産

消
費

の
劉

立

に
し

て
、
す

で
に
十
分

の
意
義
を
有

し
う

る
。
そ
れ
故

に
本
論

に
お
い
て
は
、
,専
ら

こ
の
意
味

に
お

け
る
主
要
生
産
地

お
よ
び
消

費
地
を
問

題
と
す

る
。

来

の
生
産
地

と
沿
…費
地

と
の
樹
立
.

第
三
十
二
巻

八

一
一

第
五
號
}

五
九



米
の
生
産
地
と
消
費
地
と
の
謝
立

第
三
十
二
巻

八
=
一

第
五
號

六
〇

た

ゴ
こ

の
場

合

に
お
こ
る
困
難

は
、
生
産

数
量

に
閲

す

る
資
料

の
豊
富

な

る

に
拘
ら
す

、
消
費
数
量

に
關
す

る

計
歎

の
具

は
ら

ざ

る
黙

に
あ

る
、
本
論

に
お

い
て
も
已
む

を
得

ざ

る
方
法
と
し

て
、
消
費

力
を
代
表

せ
し
む

る
も

の
と
し

て
人

口
敷

を
と

る
。
而

し
て
生
産

に
封

ず

る
消
費

の
超
過

程
度

、
お
よ
び
消
費

に
謝
す

る
生
産

の
超
過
程

度
を
算
定

す

る
方
法
と
し

て
は
、
ま
つ
最
近

五
ケ
年

の
李

均

に

つ
き

、
各
店
縣

の
生
産
数
量
が

、
全
図
絡
生
産
量

に
謝

し

て
占

む

る
割
合
を
算

出

し
て
、
各
府

縣
の
生
産
分
憺
率

を
知
り

、
同
様

に
各
府

縣
の
人

口
数

が
全
国

人
口

に
罰

し

て
占

む

る
割
合

を
算
出

し
て
、
各
店

縣
の
消

費
分
布

率
を
知
り

、

こ
の
二

つ
の
結

果
を
封
照

し

て
、
消
費

燃
・に
樹
す

る
姥
遼
寧

の
割
合

の
最
大

な

る
府

縣
よ
り
採

っ
て
主
要
生
産

地

と
す

る
。
撹

に
濾
撮
率

に
謝

す

る
生
産

率

の
割
合

の
最

小
な

る
府

縣
よ
b
探

っ
て
主
要
消
費

地
と

す
る
。
か
く
し

て
上
よ
b
叉

は
下

よ
り
如

何
な

る
範
圃

ま

で
を
探

る

べ
き
か

に

つ
い
て
も
、
種

々
の
標
準
を
考

へ
得
ら

る
る
が

、

こ
こ
で
は
消
費
率

を

一
〇
〇
と
す

る
生

産

率
が

、

一
一
八

・
一
%

以
上
な

る
府
縣

と
そ
れ
以
下

な

る
府

縣
と

に
二
大
別

し
て
、
か
り

に
前
者

を
生

産
地
と
し

後
者

を
消
費

地
と

す
る
。
然

る
時

は
、
わ
が
現
在

四
十

七
府

縣

の
中

、
前
者

に
属

す

る
も

の
二
十
六

、
後
者

に
囑

す

る
も

a
二
十

一
と
な
り

ほ

ゴ
折
掌

さ
れ

る
。

今

も
し
わ
が
国

民
が
内

地

米
を
も

つ
て
自
給
自

足
し
う

る
も

の
な
ら
ば

、
消
費
率
を

一
〇
〇
と
す

る
生
産
奉
が

一
〇
〇
な
ら
ば

、
る
の
府
縣

は
米
を
自
給

し
う

る
府

縣

で
あ
ら
う
。
然

る
に
既

に
他

の
機
會

に
述

べ
た

る
如

"
、

わ
が
國

民

の
全
消
費

量

に
封
ず

る
内
地
米

の
割
合

は
、
八

四
・
七
%

で
あ

る
か
ら

」
消
費
率

に
劃
す

る
内
地
米
生
産

率

の
割

合
が
目
O
O
+
。。
峰
。。
ほ
H
一。。
・一
尽

で
あ

る
場
合

に
お

い
て
、
始

め
て
自
給
能
力

を
有

す

る
も

の
で
あ

る
と
考

へ

ら

れ

る
。
從

っ
て
右

の
生
産

地

お
よ
び
消
費

地
と

し
て
の
各
府

縣

の
二
大

別

は
、

一
一
八
・
一
%

を
境
界

と
し
て

4)拙 稿i米 の生 産 と消 費 の分 離

5)拙 稿;同 上(本 誌 前號p.94)



P

分

け
た
も

の
で
あ

る
か
ら

、
大
艦

に
お
い
て
米

の
自
給
地
と
然

ら
ざ

る
も

の
と

の
匪

別

に
當

る
。
た
ゴ
こ
、
で
自

給
地

と
は
、
必
ず
し

も
現
實

に
自
給
自

足
し

つ
～
あ

る
こ
と
を
意
味

せ
す

、
自
給

す
れ
ば
な
し

う
る
だ
け

の
生
産

力

を
有
す

る
こ
と

を
意
味

す

る

に
す
ぎ
な

い
。

三
、
生
産
地
に
お
け
る
生
産
力
と
清
費
力

以

上
述

ぶ
る
が
如

き
意
味
と

方
法

に
よ

っ
て
、
内

地
米

の
生
産
地

お
よ
び

そ

の
順
位
を
決
定

し
、
そ

の
生
産
力

お
よ
び
消

費
力

を
封
比
す

れ
ば

次
の
如

く
な

る
。
而

し
て
生
産

地

二
十
六
府

縣

の
中

、
そ

の
中
位

以
上

の
府

縣
を

か
り

に
主

要
生
産

地

と
な
し
、

こ
れ
が
集
計

を
も
試

み

る
こ
と

～
す

る
。

第
二
表

生
産
地
に
お
け
る
生
塵
.肇
と
辮
費
牽
n

烏 石 窟 雁 新 佐 山 富 秋 滋

取 川 城 井 潟 賀 形 山 田 賀

卒昭

耀

嚢 繋
生年

蛙
量年

星封同
産全

マ 丁 子 τ'手 子 早 子 〒」千
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平昭
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武年
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窒 善 男 癸 尭 矢 美 き 妾 さ人

口1
山

鷺牟
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口金

?〒 一79与7〒77丁
著 き 老 耄9究 発 言 茜 晃%

奮國上

と人
す 口
る率
生 を

産一

難 き華語 尋量誕
∴ 重 出 占 ∴ 曲 乗 ・』 ∴ 五努

寧o
o
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率 と牽

杢 査 杢 鋸 昊 吾 吾 異 霊 暉 す を
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% る 一

米

の
生
産
地
と
消
費
地
と
の
…野
立

第
三
十
二
懸

爪

=
二

第
五
號

六

一

1)農 務 局5米 穀 要 覧 に よる。
2)そ の 中心時 跳昭和 四年 五月一 日現 在 の人 口に よ る。
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五
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交
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三

天
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念
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一
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杢
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五
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、
三
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六

七
蓋
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四
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究
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垂
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倉
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里
ハ四
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入
穿

八
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、
三
2

一
、
三
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莞
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三

五
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妻
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五
九
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九
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五
〇
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一
歪
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老
耄
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五
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、
四
三

三

、
登

呂
、
七
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昊
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毛
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い
ま
之
寵

よ

つ
て
見

る
に
、
主
要
生
産

地
十
三
府
縣
を
合

し
て
、
生
産
数
量

は
全
国

の
三
四

・
五
%

を
占

め
る

に
劃
し
、
人

口
歎

は
約

二
〇
%
を
有
す

る

に
過
ぎ
な

い
。
從

っ
て
人

口
率

に
謝

す

る
生
産
率

の
超
過

は
約

一
七
四

%

に
近

い
。

こ
れ

に
よ

っ
て
是
等

の
地

方
が
、

い
か

に
消
費

力

に
封
ず

る
生
産
力

の
超
過

せ
る
か
を

見

る
こ
と
が

出
來

る
。
そ
の
中

に
あ

っ
て
も

、
滋
賀

、
秋

田
、
富
山

の
三
縣
は
、
生

産
超
過
率
最
も
高

く
、
何

れ
も

二
〇
〇
%



以

上

に
上

る
。
鳥
取
、
島
根

の
如

き
が
主
要
生
産
地

に
入
り
、
茨
城

、
香
川

、
熊
本

の
如

き
が
之

に
含
ま

れ
な

い

の
は
、
生
産

ま

た
は
供
給

の
絶
対
的
数
量

に
擦

ら
な

い
當
然

の
結

果

で
あ

る
。

そ

の
他

の
生
産
地
十

三
府

縣

の
生
産

量

は
、
全
国
生
産

の
二
八
%
を
占
む

る
に
罰
し
、
.人

口
敷

は

二
二
%
に
近

く
、
生
産

超
過
率

=

一七

・
六
%
は
、
前

の
主
要
生
産
地

の

一
七

三
・
九
%

に
比
し
遙

か

に
低

い
。
而
し

て
両
者
を

合

し

て
生
産

地

二
十
六
府

縣

の
生
産
峯

は
、
全
国

の
六

二
・
二
%

、
人

口
率

は
四

丁

五

%
を
示
し

、
生
産

超
過
率

は
約

一
五
〇
%

に
近

い
。

こ
れ
等

の
府

縣

は
、

す
で

に
述

べ
た

ろ
如

く
、
少
く
と
も
自
給

す
れ
ば

な
し
得

る
地

方

以
上

の
土
地

で
あ
り

、
こ
れ
ら

の
土
地

に
お
け

る
生
産

超
過
が

、
次

に
述

ぶ

る
地
方

に
お
け

る
消
費

超
過
即
ち
生

産

不

足
を
補

充
す

る
た

め

に
、
米

の
肚
會

的
流

通
が
惹

き

お
こ
さ
る

～
こ
と

～
な
る
。

四
、
清
費
地
に
お
け
る
漕
費
力
と
生
産
力

さ
き

に
第

二
節

に
論
ず

ゆ
所

に
從

っ
て
,
わ
が
國
内

に
お
け

る
米

の
消
費
地

お
よ
び
主

要
消
費

地
を
決
定

し
.

こ
れ
が
濡
嬰
恋
†
超
過

の
状
態

を
表
示

す

れ
ば
、
次

の
如

く
で
あ

る
。

第
三
表

清
貧
地
に
お
け
る
消
費
森
下と
生
産
率

米

の
生
産
地
と
沿
…費
地

と
の
…河
立

第
三
十
二
巷

八

一
五

第

五
哺砿

山八
三

1)前 掲 の資 料 に よ る
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次

ぐ
は
神
奈

川

、
大

阪
、
長
崎

、
京

都
等

で
あ

る
が

、
是
等

の
府

縣

に
お
け

る
相
互
の
差

は
、
前
節

の
生
産

の
場

合

に
比
し
、
甚

だ

し
く
偏
差

に
富

ん

で
み

る
。
換
言

せ
ば
府

縣

の
間

に
お
け

る
偏
倚

は
、
生
産
力

に
お
け

る
よ
り

も

、
消
費
力

に
お
い
て
遙

か

に
大

で
あ

る
。
更

に
言

へ
ば
吾
國

で
は
米
の
生
産
力

の
集
中

よ
り

も
、
そ
の
消
費

力

(人

口
敷

)
の
集
中

の
方
が
遙

か

に
大

で
あ

る
.

こ
れ

は

一
の
注
意

す

べ
き
事
實

で
あ
ら
う
。

自

給
力

を
有

せ
ざ

る
そ

の
他

の
消
費
地

十

一
府

縣

は
、
生
産

量

二
七
%
鯨

に
射
し
て
人

口
敷

三
〇
%
徐

、
從

っ

て
消
費

超
過
恋
工

=

一%
を
示

し
、
前
者
と
合

し

て
浩
…費
地

二
十

一
府

縣

の
消
費
超
過
蛮
・は

一
五
五
%

で
あ

る
。

い
ま
前

節

に
述

べ
た

る
生
産

地

の
生
産

超
過

と
、
本
節

に
明

ら

か
に
せ

る
消
農
地

の
消
農

超
過
と
を
櫛
比
し

て

生
産
地

と
消
費

地
と

の
樹
立
關
係

を
よ
り
明
瞭

な
ら

し
む

る
た

め
、
左
表
を
掲
げ

る
。

益
　雇
超
過

と
沿
智
一超
過

と
の
謝
照

.

主

要

生

産

地

(主

要

清

費

地

普

通

生

産

地

(普

通

消

費

地

生

産

地

全

髄

(消

費

地

全

髄

生
産
超
過
ま
た
は
不
足

の

(
一
三
)

一
七

三

・
九

(

一
〇

)

三

七

・
五

(

一
三
)

一
二

七

・
六

(

一

一
)

八

九

・
三

(
二

占
ハ
)

一
四

九

・
八

(
二

一
)

山
八
四
H
・
五

聖

消
費
超
過

ま
た
は
不
足

五
七
・
五

二
六
七
・
〇

七
八
・
三

=

一
・
九

六

六

・
八

一
五

五

・
○

最

も
著

し
き
場
立

を
な

せ
る
は

、
言

ふ
ま
で
も
な

く
主
要
生

産
地
と
主
要
消
費
地

の
そ
れ
で
あ
り
、
生
産
超
過

は
前
者

の

}
七

三
.
九

%

に
謁

し
て
後
者

は
三
七

・
五
%
、
即
ち
大

な

る
生
産
不

足
を
示

し
て
み

る
。
反
劉

に
消
費

超
過

は
後

者

の
二
六
七

・
O
%

に
謝

し
前

者
は
五

七
。
五
%
、
即

ち
著
し
き
消
費

不
足
を
示
し

て
み
る
。

こ
の
劃

立

米
の
生
産
地
と
消
費
地
と
の
対
立

■

第
三
十
二
巻

八
一
七

第
五
號

六
五

ム1全霧轟 糊 詣舞矢答雰購
3) 括弧 内の鍛字はそれに包含 さるL府 縣の轍 を示ナ



来
の
生
産
地
と
清
貧
地
と
の
野
立

第
三
十
二
巻

八

一
八

第

五
號

六
六

關
係

ば
、
こ
れ
ら

の
主
要
地
を

包
含

せ

る
生
産
地

全
膿

お
よ
び
消
費
地
全
膣

に
お
い
て
は
や

、
緩

和

せ
ら

れ
、
普
通

生
産
地

お
よ
び
消
費
地

の
み

の
場
合

に
お

い
て
最
も
緩
和

せ
ら

れ
て
は
み

る
が
、
併
し

こ
の
場
合

で
も
術

且

つ
、

生

産
超
過

に
お
い
て

=

一七

・六

%

に
蜀

す

る
八
九
・
三
%

、
潰
費

超
過

に
お

い
て

一
一
丁

九

%

に
封
ず

る
七
八
・

三
%

の
対
立
を
示

し
て
み

る
。
而

し
て
か

～
る
場
立

の
存
在

す

る
所

以
は
、
す

で
に
述

べ
た

る
如

く
、
生
産
力

の

地

方
的
集
中

に
撮

る
所

も
少

く
な

い
が
、
寧

ろ
そ
れ
よ
り

も
よ
り
大

な

る
程
度

に
、
消
費
力

の
地
方
的
集
中

帥
ち

人

口
の
地
方
的
不

均

一
に
よ

る
も

の
で
あ

る
こ
と

が
實
誰

さ

れ
る
。

五
、
生
産
超
過
の
歴
史
的
壷
屋

生
産
地

と
消
費

地
と

の
封

立
關
係
が

、
最
近

五

ヶ
年

の
孕

均
状
態

に

お
い
て
、
如
何
な

る
現
状

に
あ

る
か
は
、

以

上
の
研
究

に
よ

っ
て
ほ
ゴ
明
ら

か

に
せ
ら

れ
た

こ
と

～
思

ふ
。
以
下

に
お
け

る
問
題

は
、
然
ら
ば

か
く

の
如

き

雨
着

の
樹
立
關
係

は

、
わ
が
國

民
経
濟

の
次
第

に
登
濃

し
來

つ
た
歴
史
.に
お
い
て
、

い
か
な

る
攣
化
を
経
駿

し

つ

つ
あ

る
か
、
そ

の
動
態

を
明
ら

か
に
す

る

に
あ

る
。
た

ゴ
し
以
下

で
は
便
宜
上

、
さ
き

に
述

べ
た
る
主
要
生
産
地

.

と
主
要
消
費
地
と

の
樹

立

に
の
み
問
題

を
限
定

す

る
。
け
だ
し
わ

れ
く

は
前
節

の
研
究

に
よ

っ
て
、
こ

の
場
合

に
お
け

る
雨
者

の
樹
立
が
、
最

も
顯
著

な

る
こ
と
を
知

る
か
ら

で
あ

る
。
而

し

て
本
節

で
は
先

づ
主
要
生
産

地

に

お
け

る
生
産

超
過

の
歴
史
的

登
展

を
見

る
こ
と

、
す

る
。

い
ま
明
治
十

四
年
以
来

の
毎

五
年
亭
均

に
つ
き

、
主
要
生
産
地

の
生
産

分
櫓
率

人

口
分
布
傘

お
よ
び
生
産

超
過

峯

を
示

せ
ば

次

の
如

く
で
あ

る
。
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米

の
生
産
.地

と
頴
田
費
地

と

の
職封
立

第

三
十
二
巻

八
一
〇

第

五
號

六
八

之

を
主
要
生
産

地
全
騰

に
つ
い
て
見

る
に
、

こ
の
五
十
年
間

に
お
い
て
、
生
産

分
澹
率

は

三
七

・
一
〇
%
か
ら

三

四
・
五
八
%

へ
逓
減

し

て
み
る
。

こ
の
逓
減
傾
向

は
最

近

の
二
十
年
間

に
お
い
て
は
殆
ん

ど
顕
著

で
は
な
い
が

、

併

し

こ
～
で
も
逓

増

し

つ
～
あ

り
と

は
認

め
難

く
、
全
膿
と
し

て
は
逓
減

傾
向

が

つ
よ

い
。
こ

の
こ
と
は
何

を
意

味
す

る
か
、
即

ち
米

の
生
産

力

の
主
要
生
産
地

へ
の
集
中

が

、
次
第

に
失

は
れ

つ
》
あ

る
こ
と

.
換

言

せ
ば
生
産

力

の
集
中

傾
向

で
は
な

く
却

っ
て
分
散
傾

向

の
存
す

る
こ
と
を
現

は
す

も

の
で
あ

る
。
即
ち
米

の
生
産

は
、
主
要

生
産

地

か
ら
次
第

に
他

の
地

方

へ
も
分

散
さ

れ
、
普
及

さ
れ

つ

、
あ

る
こ
と
が
知

れ
る
。

こ
れ
は
注
意

に
値

す

る

一
の
傾
向

で
あ

る
。

,

.

之

に
封

ず

る
人

口
分
布
率

を
見

る
と
ぎ

は
、
更

に
甚

だ
し
き
程
度

に
、

二
六

・三

四
%

か
ら

一
九

・
八
八
%

に
逓

減

し

つ
～
あ

り
、
且

つ
之

は
前
者

と
異

り

、
最
近

に
至

っ
て
ま
す
く

逓
減
傾
向
を
弛
む

る
様

で
あ

る
。
こ
の
こ

と
は
帥

ち
吾
國

の
人

口
が
、

こ
れ
ら

の

主
要
米
産
地

に
お
い
て

粗
櫛
的

に

減

少
し

つ
～
あ

る
こ
と

、
從

っ
て
他

の
地

方

お
そ
ら

く
は
後

に
研
究

さ
る

べ
き

主

要
消
費
地

に
お
い
て

相
劃
的

に
培
如

し

つ
、
あ

る
こ
と
を
實
讃
す



る

。右

の

二
つ
の
結

果
と
し

て
、
生
産
超
過
卒

即

ち
人

口
率

を

一
〇

〇
と

す

る
生
産
率

の
%
は
、

い
か
な

る
傾
向
を

　

示

し

つ

～
あ

る
か
?

今

こ

の
三
者

の
關
係

に
つ
き
考

ふ
る

に
、
一
生
産
率

が
逓
増

し
、
人

口
率

が
逓
減

す
る
場
合

く

　

に
は
、
超
過

率
は
甚

だ
し

く
逓

増
す

べ
く
、
仁
生
産
傘

が
逓
減

し
、
人

口
率

が
逓

増
す

る
場
合

に
は

、
超
過
率
は

　

反
蜀

に
甚

だ
し
く
逓

減
す

べ
く
、
三
生
産
率

も
人

口
率

も
共

に
逓
増
す

る
場

合

に
は
、

そ
の
逓
増

の
程
度
が

、
前

く

者

に
お
い
て
よ
り
大

な
ら
ば
超
過
率

は
逓
増

す

べ
く
、
後

者

に
お

い
て
よ
り
大

な
ら
ば

、
そ
れ
は
逓

減
す
る

で
あ

う

ら

う
。
個
生
産

率

も
人

口
傘

も
共

に
逓

減
す

る
場
合

に
は
、
そ

の
逓

減

の
程
度
が
、
生
産

率

に
お

い
て
よ
り
大
な

ら
ば

超
過
率

は
逓

減

す

べ
く
、
人

口
傘

に
お

い
て
よ
り
大

な
ら
ば

、
超
過
率

は
逓

増
す

る
で
あ
ら

う
。

い
ま
鷺
際

に

つ
い
て
.あ

關
係

を
見

る
に
、
生
産
率

も
人

目
率

も
共

に
逓

減
し

つ
・
め

つ
て
,
翁

の
鴎

の
場
合

く

に
當

る
。
而

し

て
生

産
超
過
率

の
愛
化

を
見

る
に
、
そ

れ
は
却

っ
て
遮
増

し

て
、

一
四
〇
・
九

%
か
ら

一
七
三

・九

%

薫
進

ん

で
み
る
。

こ
れ
は
即

ち
生
産
率

の
逓

減
よ
り
も

よ
り
大

な
る
程
度

に
、
人

口
率

の
逓

減
が
行
は
れ
た
か

ら

で
あ

る
。
即

ち
吾
國

に

お
い
て
は
、
主
要

米
産

地

の
生
産

超
過

侭
次
第

に
増
大

し

つ

、
あ
る
。
而
も
そ
れ
は
・

こ
れ
ら
主
要
地

の
生
産
力

が
増
大

し

つ

㌧
あ

る
か
ら

で
は
な

ぐ
、
寧

ろ
そ

の
消
費
力
が
減
少

し

つ
㌧
.あ

る
か
ら
で

あ

る
。
換

言

せ
ば
生
産
力

は
地

方
的

に
次
第

に
分
散

さ

れ

つ
、
あ

る
が

,
人

口
の
集
中

が

ポ
り
急
速

に
反
封

の
方

向

に
行

は

れ

つ
つ
あ

る
た
め

に
、
主
要
生
産

地

の
樹
立
は

、
ま
す

一

顕

著

と
な
り

つ
～
あ

る
こ
と
が
賞
讃

さ
れ

る

。次

に
之

を

各
府

縣

割

に
見

る
も

、
大

膿

に
お

い
て
右

と

同

様

の

一
般

性

が

う

か

N

は

れ

る
。

け

れ

ど
も

ま

た
多

米
の
生
産
地
と
溶
質
地
と
の
樹
立

第
三
+
二
巻

八
三

第
五
號

六
九



米

の
止伍
産
地

と
ぬ椚
費
地

と
の
野
立

第
三
十
二
巻

八
二
二

第
五
號

七
〇

少

の
特
殊
性
を

現
は

せ
る
府

縣
も
な

い
で
は
な

い
。
第

一
に
生
産
分
権
率

の
逓

減

せ
る
は

、
滋
賀

、
富

山

、
新

潟

輻

非

、
石
川

、
鳥
取

、
島

根

で
あ
り
、
秋

田

、
山
形

、
宮

城
、
岡
山

の
如

き
は
却

っ
て
逓

増
し

て
み
る
。
第

二

に

人

口
分
布
率

の
逓

減
は

、
宮

城
を
除

き

て
殆

ん

ど
す

べ
て

に
共
通

で
あ

る
。
第
三

に
生
産

超
過
率

は
例
外

な
く
逓

増

傾
向
を
示

し
て
み

る
が
、
そ

の
内
容

は
必
ず
し
も
同

一
で
な

い
。

さ
き

に
述

べ
た

る
主

要
地
全
禮

の

一
般

的
傾

向

と

　
致
す

る
も
の
、
即
ち
生
産
率

も
人

口
隼

も
共

に
逓
減

せ
る
も
、
後

者

の
逓
減
程
度

の
人
な

る
た
め

に
、
超

過

箪

の
逓

増

し

つ
～
あ

る
の
は
、
滋
賀
、
富
山

、
新
潟

、
福

井
、
石
川

、
鳥

取

、
島
根

で
あ

り
、
こ
れ
が
最

も
優

勢

で
あ

る
宥
め

に
、
垂

鰹

の

一
般

的
傾
向
を
同
様

に
着
色

す

る
に
至

っ
た
も

の
で
あ

る
。
併

し
な
が
ら

、
そ
こ

に

　

は
、

一
生
産

率

が
却

っ
て
逓
増

し
、
人

口
傘
が

反
樹

に
逓

減

せ
る
た

め

に
、
超
過
率

の
逓

増
を
来

た
し
た

る
秋

田

(

　

山

形

、
」
岡
山

の
如

き
が
あ
り
、

二
生
産

傘
も
入

口
牽

も
共

も
逓

増
し
な
が
ら
、
.
そ
の
程
度

が
生
産

傘

に
赴

い
て
よ

く

り
人

な

る
た

め

弔
、
超
過
率

の
遍

増

せ
る
宮

城

の
如

き
例
外

も
あ

る
。
要

す

る
に
多
少

の
特
殊
性

を
示

し
な
が
ら

も

、
人

口
率

の
逓

減
を
主
要

の
原

因
と
す

る
生

産
超
過

の

一
般

的
傾
向

は

、
明
ら

か
に
之

を
認
む

る
こ
と

が
出

来

る

。

六
、
清
費
超
過
の
歴
史
的
登
晟

主
要
生
産

地

に
お
け

る
生
産

超
過

が
、
わ
が

國
民
経
済

の
登
展

と
共

に
、

い
か
な

る
攣

化
を
と
げ

つ
、
あ

る
か

は
、
前
節

の
研
究

に
よ

つ
.て
明
ら

か

に
さ
れ
た
所

で
あ

る
。
然

ら
ば
之

と
劉
立
す

る
主
要
消
費

地

に
お
け

る
消

費

超
過

は
、

い
か
な

る
歴
史
的
登
展

を
な
し

つ
～
あ

る
か
、

こ
れ
が
本
節

の
問
題

で
あ

る
。



い
ま
前

の
場

合
と
全

く
同
様

に
、
主
要
消
費
地

に
お
け

る
明
治

十
四
年
以
来

の
毎

五
年
李
均

に
よ

る
生
産

分
捲

率

、
人

口
分
布
率

お
よ
び
消
費

超
過
傘

の
憂
化
を
見

る
た
め

に
、

こ

～
に
第

五
表
を
か

～
げ

る
。
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米

の
生

産
地
と
漕
…費
地
と
の
野
立

第

三
十
二
巻

八
二
四

第
五
號

七
二

い
ま
右

の
表

に
α
い
て
、
主

要
消
費

地
全
膿
を
見

る

に
、

こ
れ
ら

の
土
地

に
お
い
て
分
憺

す
る
生
産
力

は
、

こ

の
五
十
年
間

に
わ
た
り
殆

ん
ど
著
し

い
鍵

化
を

現
は
さ
や

、
ほ
団

}
○
%
内

外

を
占
め

て
み

る
。

た
ゴ
最

近

二
十

年
間

に
は
微
弱

な
逓

減
傾
向

が
う

か
が
は

れ

る
。
わ
れ
!
、

は
さ
き

に
主
要
生
産
地

に
お
い
て
さ

へ
分
憺
率

の
逓

減

傾
向
を
見

た

の
で
あ

る
か
ら

、

こ
れ
か
ら
推

し

て
主
要
消
費

地

に
は
、
恐

ら
く
甚

だ
し
き
逓
減

傾
向

あ

る

べ
き

も

の
と
も
想

像
さ

る

、
が
、
事

實

は
反
樹

に
、

ご
～
に
見

た
る
が
如

く
主
要

生
産
地

よ
り
も
遙

に
微
弱
な
逓

減

傾

向
を
見

る
に
過

ぎ
な

い
。

こ
の
こ
と

は
即
ち

前

に
も
述

べ
た
る
如

く
、
生
産
力

の
登
展

が
集
中

的
よ
b
も
寧

ろ
分

散
的

に
、

一
定

の
特

殊
地
域

に
お

い
て
よ
り
も
む
し
ろ
全
国

的

に
、
主
要
消
費

地

に
ま

で
も
籏

が

つ
て
登
麗

し

つ

つ
あ

る
こ
と
を
、
他

の
側
面

よ
り
賞
讃

す

る
も

の
で
あ

る
。

併

し
乍

ら
之

を
各
店
縣

に

つ
い
て
見

る
時

は
、
例

へ
ば
東
京

、
神

奈
川

、
大
阪
等

の
如

き
、
生
産

分
謄
率

は
最

も
著

し
く
逓
減

し

つ
～
あ

る
。

こ
れ
は
言

ふ
ま
で
も
な
く
大

都
市

の
奨
展

に
仲

ふ
米
産
地

の
減
退
を
意
味

す

る
も

の
で
あ

る
。
之

に
反
し

て
長

崎

、
静

岡
、
徳
島
等

は
著
し
き
憂

化
な

く
、
群
馬

の
如
き
は
却

っ
て
逓

増
傾
向

に
あ

る

。生
産
分
指
率

と
対
立
す

る
人

口
分
布
率

に

つ
び
て
見

る

に
、
全
膿
と
し

て
顕
著
な
逓
増
傾
向
が
認

め
ら

れ

る
。

即

ち

こ
れ
ら

の
地
方

に
お
け

る
人

口
堆
加
率

は
他

の
地
方

よ
り
も
著

し
く
人

な

る
こ
と

を
知

る
。

こ
の
人

口
逓

増



傾
向

は

正
に
さ

き
の
主

要
生
産

地

の
逓

減
傾
向

と
劉

立
す

る
も

の
で
あ

る
。
け
れ
ど
も

こ
の
傾
向

も
ま
た
府
縣

に

よ

っ
て
甚

だ
し

薫

り

、
遊

蕩

向

は
東
京

に
お

い
て
最

大

に
、
大

阪

、
京
都
、
黎

川

、
鷲

・
静
岡
等

こ
れ

に
次

ぎ
て
逓
増

し
、
山
梨

.
徳

島
の
如

き
は
却

っ
て
逓

減

し

つ
、
あ

る
。

右
の
二
つ
の
彙

姦

照
せ
し
め
た
る
消
羅

過
傘
、
即
ち
窪

分
塞

を

δ

・
と
す
・
合

分
纂

の
割

合

は

、

こ

の

五
.†
年

間

に

い
か

に
攣

化

し

た

か
?

之

を

全

艦

に

つ
い

て
見

る

に
、
消

費

超

邁
墾

・は

一
七

三

・

一

三
%
か
ら
三
宅

.〇
二
に
約

一
.五
倍
の
逓
婁

示
し
て
ゐ
・
。
卸
金

播

費
地
の
導

超
過
は
・
わ
が
國
民

縄
濟
の
震

と
共
に
、
ま
す
一

そ
の
程
度
を
加

へ
つ
島

・
。
而
し
て
か
・
る
董

を
集

る
所
以
は
ど

れ

ち
地
方
に
お
け
。
生
産
力
が
鶉

的
に
減
退
し
た
た
め
で
は
な
-
、
む
し
ろ
そ
の
纏

力
即
ち
人
界

布
禁

著

し

一
羽
力

し

九

、
'
覆
工
て
節
、老
,

併

し
乍

ら

之

を

各
店

縣

に

つ

い
て
見

る
時

は

、

必

ず

し

も

一
機

の
傾
向

を

示

す
も

の

で

は
な

い
。

第

一
に
消

費

超
過
率

の
舞

と

い
ふ

一
般

的
傾
向

嬉

し
て
は
、
鷲

、
徳
島

の
例
外
が
あ
り

、
そ

こ
で
は
却

っ
て
覆

し

つ

つ
あ

。
。
套

し
.」
の
藩

傾
向

は
ま
た
薯

に
よ

っ
て
そ

の
内
容

を
異

に
す

・
。
朗
ち

群
馬

・
あ

っ
て
は
・
人

暴

の
零

す

る
に
拘
享

、
よ
り
大

な

・
生
肇

の
増
加
あ

・
た
め

に
お
・
り
、
徳
島

に
あ

「つ
て
は

・
生
肇

の
逓

減
あ

・
に
拘
享

、

よ
り
大
な

乗

暴

の
減
退
あ

・
た
め

に
、
消
費

超
過

は
籍

さ
れ

つ
詣

る
も
の

で

あ

、
。
第

二
に
そ
の
他

の
府

縣

は

藻

に
消

費
超
過

の
逓

増
傾
向
を

示
し

て
は

み
・
が
、

そ
の
内

容

は
ま

た
種

々

に
異
な

る
。
第

一
は
東
京

.大

阪
.
京
都

.神
奈

川

の
如

く
、
生
産
傘

は
逓
減

し
入

口
率
は
逓

増
し

て
、
再
考

が
反
樹

の
傾
向
を
と

る
た

め
に
超
過
傘

が
甚

し
く
逓
増

す

る
も
の

、
こ
れ
が
典

型
的
な
消
費
地

の
傾
向

で
あ

る
。
た

g
こ

米
の
生
産
地
、
婆

地
あ

翌

第
三
+
二
巻

八
二
五

第
義

七
三



米

の
生
産
地

と
清
貧
地
と
の
封
立

錐
三
十
二
巻

八
二
六

第
五
號

七
四

の
場
合

に
も

、
生
産
率
逓

減
の
程
度

に
比
し
、
人

口
傘

逓
増

の
程
度
が
蓬

か

に
人
な

る
こ
と
は
注
意
す

べ
き

で
あ

る
。
第

二
は
反
鋼

に
生
産

率

は
逓

増
す

る
も
、
よ
り
人

な

る
人

口
率

の
逓
増

の
た
め

に
、
超
過
傘

の
逓

増
す

る
も

の
例

へ
ば

静
岡

の
如
き

が
あ

り

、
第

三

に
生
産
峯

も
人

口
率
も
共

に
逓

減

す

る
も

、
前

者

の
減
退

の
程
度
が
大
な

る
た
め

に
消
費
超
過

の
漸
増
す

る
も

の
山
梨

の
如

き
、
第

四

に
生
産

率

に
殆

ん
ど
鍵
化

な
き
も
人

目
傘

に
逓
増
あ

る
た
め
消

費
超
過

の
逓

増
す

る
も

の
長
崎

の
如
き
が
あ

る

、
要

す

る
に
各
地

に
よ
り

て
多
少

の
特
殊
性

を
有

す

る

け
れ
ど
も

、

一
般

に
は
主
要
消
費
地

に
お
け

る
消
費

超
過

の
逓

増
傾
向

の
著

し
き

こ
と

、

お
よ
び

こ
の
傾
向

が
生

産
力

の
相
封

的
減
少

に
・.貼
る
・.ホ
リ
も
、
む
し
ろ
よ
り
多

/・
溝
筆

力

の
粗
櫛
的
増
加
即
ち
人

口
集
中

の
傾
向

に
よ

っ

て
惹

き

お
こ
さ
る

、
こ
と
は
、
明

ら

か

に
之

を
認
め

る
こ
と
が
出
来

る
。

前
節

に
述

ぶ
る
所

の
主
要
生
産

地

に
お
け

る
生
産

超
過

の
登
展

と

、
本
節

に
述

ぶ
る
所

の
主
要

溜
費
地

に
お
け

る
消
費
超
過

の
登
展
と

を
劃
照

せ
し

め
て
、
わ

れ
ノ
㍉

は
如
何
な

る
結
論

に
到
達

し
う

る
か
?

曰
く
、
生
産

地

と
消
費
地

と

の
樹
立
關
係

が
、
わ

が
困

民
経
濟

の
登
す

る
と
共

に
、
ま

す
く

尖
鋭
化

さ
れ

つ
～
あ

る
こ
と
是

で

あ

る
。
而

し

て
こ
の
傾
向

は
、
互

に
相

反
す

る
二

つ
の
傾
向

が
鋏
形

に
交
叉

す
る
こ
と

に
よ

っ
て
、
惹

き

お
こ
さ

れ

る
。
即

ち

一
方

に
は
生
産
地

に
お
け

る
生
産

超
過

の
逓
増
が
あ
り

、
他
方

に
は
消

費
地

に
お
け

る
消
費
超
過

の

逓
増

が
あ

り

、
こ
の
二

つ
の
互

に
相
反

す
る
傾
向

の
交

叉
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
、
両
者

の
樹
立
關
係

は
ま
す
く

鋭

く
な
め

つ
～
あ

る
。

然

ら
ば

か
く
の
如
き

樹
立
關
係

の
尖
鋭
化

は
、
何
故

に
お
こ
り
来

る
か
?

之
を

一
般
的

に
言

ふ
な
ら
ば

、
第

一
に
そ

れ
は
軍
純

に
想

像
さ
る

～
が
如

く
生
産
力

の
登

展
が
地
域
的

に
集
中

さ
る

～
か
ら
で
は
な

い
。
反
射

に
そ



れ
は
却

っ
て
地
域

的

に
分
散

さ

れ

つ
～
あ

る
。
こ
の
こ
と

は
主
要
生
産

地

の
生
産

分
憺
傘

が
却

っ
て
逓
減

し

つ
～

あ

る
こ
と

～
、
主

要
消
費
地

の
そ
れ
が
殆

ん
ど
逓

減

せ
ざ

る

こ
と

に
よ

っ
て
實

讃
さ
れ
る
。
從

っ
て
第

二
に
そ
れ

は

一
般

的

に
は
寧

ろ
人

口
集
中

の
傾
向

に
よ

っ
て
惹

き
お
こ
さ
れ

つ
、
あ

る
。
帥

ち

一
方

に
は
主
要
生
産

地

に
お

け

る
人

口
分
布
學

の
著
し
き
低
減
傾
向

、
他
方

に
は
反
射

に
主

要
清

貧
地

に
お
け
る
そ
の
顯

著
な
る
逓
増
傾
向

、

こ
の
二

つ
の
相
反

す

る
傾
向

の
合
成

の
結
果

に
外

な
ら

ぬ
。

・

七

、
結

論

以

上
わ

れ
く

は
ま
つ
第

一
に
、
米

の
生
産

お
よ
び
消
費

が
、
他

の
多

く

の
商

品
の
生
産

消
費

と
異

り
、
わ

が

國

に
お

い
て
は
、
著

し
く
普

遍
化
し

て
、
殆

ん
ど

全

図
的

に
生
産

せ
ら

れ
且

つ
消
費

せ
ら
れ

つ
、
あ

る

に
拘
ら
す

そ
の
絶

対
的
数
量

に
お
い
て
は
、
地

方

に
よ
り

て
著

し
く
相
違

し
、

一
方

に
は
消
費
数

量

に
謝

し
て
生
産

数
量

の

甚

だ

し
く
超
過

す

る
生
産

地
が
あ
り
、
他
方

に
は
生
産
敷
量

に
謝

し
て
消
費
数
量

の
甚
だ
し

く
超
過

す
る
消
費

地

が
あ

っ
て
、
こ
の
両
者

の
劃
立
す

る
所

よ
り
、
米

の
肚
會

的

流
通

の
ひ
き
起

さ
る

、
こ
と
を
明

ら
か

に
し
た
。

第

二

に
米

の
生
産

地

お
よ
び
浦
費

地

を
決
定
す

る
に
は
、

}
定

地
域

の
生
産

ま

た
は
消
費

の
絶
甥
的
敷

畳

の
大

小

に
よ

る
第

一
の
方
法
と

,

一
定

の
地
域

に
よ

っ
て
供
給

さ
れ
ま
た
は
需
要
さ

る

～
米

の
編

樹
的
数

量

に
よ
る
第

二
の
方
法
と
、

】
定

の
地

域

に
お
け

る
消
費

に
謝

す
る
生
産

の
超
迅

、
ま
た
は
生
産

に
封

ず
る
消
費

の
超
過

の
大

小

に
よ
る
第
三

の
方

法
と
の
う
ち

、
わ

れ
/
＼

の
當
面

の
目

的
か
ら
見

て

,
こ

の
第
三

の
方
法

に
よ
る

べ
き
こ
と

を
明
ら

か

に
し
た

。

米

の
由比
産
地

と
沿
謂
質
地

と

の
職到
占乱

第
三
十
二
巻

八
二
七

第
五
號

七
五

亀
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米
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産
地
と
漕
費
地
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立

第
三
十
二
巻

八
二
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五
號

七
六

而

し

て
こ
の
意
味

に
お
け
る
生
産

地
と
消
費

地
と

の
劉
立
関
係

に
閉
し

て
、
最
近

五

ヶ
年

の
亭

均
状
態

に
お
け

る
静
態

を
研
究

し

て
、
全
図

四
十

七
府
縣
を

二
分

し
て
生
産

地

二
十
六
府

縣

、
消
費

地

二
十

一
府

縣
と
な
し

.
更

に

お
の
一

の
中
位

以
上
を
主
要
生
産

地
十

三
府

縣

、
お
よ
び
主

要
消
費
地
十
府

縣
と
し

て
、

こ
れ
ら
各

々
の
地

方

に
乾
け
る
生
産

超
過

ま

た
は
消
費
不

足

,
な
ら

び

に
消
費

超
過

ま

た
は
生
産
不
足

の
程
度
を
撒

量
的

に
決
定

し

そ

れ

に
よ

っ
て
生
産
地

と
清
養
地

と

の
樹
立
を
数
量
的

に
示

さ
ん

と
試

み
た
。
最

も
鋭
き
湯
立
は
、
言

ふ
ま

で
も

な

く
主
要
生
産
地

と
主

要
漕
費

地

と
の
樹
立

で
あ

b
.
前
者

の
生
産

超
過

一
七
三

。
九
%
消
費

不

足
五
七

・
五
%

に

劃

し

て
,
後

者

は
濡
費

超
過

二
六

七
・
C

%
登
産

不

足
三

七
・
五
%

を
示

し
て
み

る
。

第

四

に
か
く
の
如

き
雨
着

の
対

立
が
、
わ
が
国

民
郷
濟

の
登
達

と
共

に
い
か
な
る
憂
化
を
受
け

つ
～
あ

る
か
を

見

る
こ
と
は

、
米

の
祀
會
的

流
通

が

い
か
な

る
歴
史

的
攣
化
を
な

し

つ
～
あ

る
か
を
見

る
上

に
、
極

め
て
重
要

な

る
意
義

を
有
す

る
。
明
治
十

四
年

以
来

の
経

過

に
つ
い
て
見

る

に
,
各
店
縣

に
よ
り

て
各

々
特
殊

性
を
有
し
な

が

ら

も

、

一
般

的

に
は
主

要
生
産

地

の
生
産
超
過

に
關

し

て
次

の
諸

傾
向
を
認

め

る
こ
と

が
出
家

る
。

エ一
主
要
生
産

地

の
生

産
分
籍
率

は
、
全
膿

と
し

て
は
逓
減
し

つ
～
あ
る
。
即
ち
生
産

力

の
登
展

は
、
集
中

的

に

　
で
な

く
分
散

的

に
進

み

つ
～
あ

る
。

　二
然

る

に
消
費

(
人

口
)
分
布
率

は

、
更

に
著

し
き
程
度

に
お

い
て
、

こ
れ
ら

の
地

方

に
お
け

る
逓

減
傾
向
を
示

(
し

て
み
る
。

　僅
右

の
二

つ
の
傾
向

の
結

果
と
U

て
、
主
要
生
産

地

に
お
け
る
生
産

超
過

の
程
度

は
、
わ
が
困

民
経
済

の
登
展

す

る
と
共

に

、
ま

す

一

遍

増

し

つ
～
あ

る
。

即

ち

一
四
〇

・九

%

か
ら

一
七

三

・九

%

に
逓

増

し

て

み

る
。

而

し



て
そ

の
原

因
は
、
軍
純

に
想
像

せ
ら

る

、
が
如

き
生
産
力

の
集
中

的
螢
展

に
よ
る
も

の
で
は
な

く
、
寧

ろ
主
と
し
」

て
.消
費
力

(入

口
)
の
集
中

的
登
展

に
よ

る
も

の
で
あ

る
。

之

と
対
立
す

る
主
要
消
費

地

の
消
費

超
過

に
閲

し
て
、
全
膿
と

し
て
認

め
ら

る
～
諸
傾
向

を
あ

ぐ
れ
ば
、

　一
圭

要
消
費

地

の
生
産
分
擦
車

に
は
、
軍

純

に
想
像

せ
ら

る
～
が
如

き
著
し
き
逓

減
傾
向

は
殆

ん
ど
認

め
ら

れ

な
頃
・
蕊

は
前
述
の
生
産
力
の
分
散
的
震

の
傾
向
を
反
撃

ら
裏
書
す
る
も
の
で
あ
る
・

　二
反
封

に
清
費

分
布
奉

は
、
主
要
沿
…費

地

に
お
い
て
顕
著

な

る
逓

増
傾
向

を
示
し

て
み
る
。
こ
れ
は
即
ち
前

の

く
主
要
生
産
地

の
逓

減
傾
向

と
照
雁

し
て
、
わ

が
國

に
お
け

る
人

口
の
集
中

的
登
展
を
實

讃
す

漏
も

の
で
あ

る
。

ヨ
右

の
二

つ
の
傾
向

の
結

果
と

し
て
、
主

要
消
農

地

に
お
け
る
消
費

超
渦
…の
程
度

は
、
歴
史

の
進
行
と
共

に
、

ま

す

一

顧

著

と

な

る
傾
向

に
あ

る

。
即

ち

一
七

三

・
一
%

か

ら

二
六

七

・
○

%

に
逓

増

し

て

み

る

。

こ

の
原

因

も

ま
た
前

の
場
合

に
お
け
る
と

同
様

に
、
生
産

力

の
逓
減

に
よ
る
よ
り
は
寧

ろ
圭
と
し

て
消
費
力

(人

口
)
の
逓

増

に

ま

る
も

の
で
あ

る
。

要

す

る

に
わ
が
國

に
お
け

る
米

の
生
産

お
よ
び
消
費

は
、
殆
ん
ど
全
国

的

に
普
遍
化
さ

れ
て
み
る
に
も
拘
ら
す

生
産
消
費

の
相
蚤

的
数

量

に
お

い
て
は
地
方

的

に
著

し

く
相
違
し

て
、
生
産
地
と
消
費
地
と
を
顕
著

に
樹

立
せ
し

む

る
の

み
な
ら
す

、
こ
の
封
立
聞
係

は
、
わ
が
國

民
経
済

の
登
展
す

る
と
共

に
、
主
と

し
て
人

口
の
集
中

的
登
展

.の
た
め

に
、
ま
す

一

そ

の
対
立
を
尖
鏡
化

せ
し
め

つ
～
あ

る
。
從

っ
て
ま
た
米

の
肚
會

的
流
通

お
よ
び
之

に
關

す

る
配
給

組
織

の
問
題

は
、
ま
す
一

重
要
な

る
意
義

を
加

へ
つ
～
あ

る
こ
と
が
認

め
ら

れ
る
。
(完
)

米
、の
生
走
一地

と
沿
…曹
心地

と

の
嬰
立

葉
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